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は し が き

大分県大野郡大野III1大字片品字宮地前に存在する本遺跡は，繩文時代晩

期の黒色鱗研土器を主体とする遺跡である。その発掘調査は，平安博物鰍

が考古第二課を担当課として実施中の， 「日本文化の源流の研究」に韮づ

くものである。

本研究の主旨は，繩文時代に農耕が存在したのではないかという仮説の

重要性を， 日本文化の源流が繩文時代に遡り得る可能性を明確に指摘した

点に認め，かつ問題の深化をはかるために，単にその仮説の可否を論じる

にとどめず，多面的かつ総合的な視野からの検討に寄与し得る資料を整備

することにある。

水稲栽咄の開始された弥生時代直前の繩文晩期には，大まかにみて西'三1

本の御領文化と東日本の亀ガ岡文化が併存したが，後者については1971年

4月及び8～9月にかけて，青森県田子町石亀遺跡の発掘調査を2次にわ

たり実施して，多大な成果を挙げることができた。これに対比すべき資料

を得ることを目的とし，緒方1111.大石遺跡をはじめ代表的な黒色膳研土器文

化遺跡の集中する大野川流域より，該文化研究に造詣の深い別府大学賀川

光夫教授等の御助言を得て，寓地前遺跡が選択されたのである。

はじめに本研究の三1皇旨に賛同され寄附金を寄せられた方々に，銘記して

謝意を表する次第である。
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宮地前遺跡の位置宮地前遺跡（中央○印）は大野川左岸の丘陵上に位|側している。周辺には西北西約
2kmの駒方遺跡をはじめ，藩干の晩期の遺跡（○印）が分布している(8頁参
照)。大野町の中心地脚|』より東南約3,5kmである。
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発 掘 調 査

宮地前遺跡の立地する台地は，東側と南側とに特に深い谷がめぐってい

る。当初広範囲に試掘を行ない，有望な地点に調脊を集中する予定だった

計画は，連絡に若干不附があり変更せざるを得なかった。このためまだ煙

草の苗の植付が行なわれていない東南部の畑地のみを発掘することにした

(1973年3月26日)。

3月27日，畑地の中央に2×50mの第1トレンチを設定く,聯間|箱に2．

7．12．17．22区を発掘し， 2区に遺物が集中していることが判明したた

め，第Ⅱ～Vトレンチを西寄りに設定した。第Vトレンチ2．7区の発掘

結果では遺物が少なく，第1トレンチ寄りに調査を集中する必要を感じ，

第Ⅱトレンチ1～3区を発掘。この第I ･Ⅱトレンチの1～3区が遺物の

集中度が高く，遺構の存在を推定させた。また4月4日にI7区のローム

層より細石核などが出土したこともあって,特にI3．Ⅱ3区をローム層ま

で掘り下げたところ，最終日前日の6日に竪穴住居趾の一角を検出できた。 遺跡地形実測図
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層 位

第1にi耕作土居。 j孚さ約30cm。

第2脚ルlさ20～70cm｡ l,({褐色～無色土僧。

他!IY|と異なり東へ向うほど薄くなる。

捌乱願。

第3脾暗褐色土瞬。 j¥さ80～180cm｡ rII

へI削って急激にj¥くなる。上|X|にI

1～3･nl～31X出土の石器のレ

ベルを投影したが,-230cm付近を

境に急激に出土しなくなる。こ.れよ

り下部は石器のみならず，土器片も

急城し無遺物脚の観を呈す。上部出

士の遺物は繩文|晩期I式土器を主と

するが，若干弥生式土器も混じる。

第4脚黄色ローム胴で，上部に旧石器時代

の石器を州･I:する。

第エトレンチ1～3区北壁断面図

上より1～4層

（深度はS L 250mを

基準とす。以下同じ）
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竪穴住居辻

I7区のロームj〆|上部より出

|もしたII I石器時代の布器類が，

i脚寄りに$,iしていたことが直接

の契機となり, 13･n3区を

ロームIIIIまで発捌したところ，

これを約10cm掘り下げた竪穴

住居｣11:の一角を検出した。しか

し実際の雌の掘り方は，第31Fxi

''1の過物減少面からと推定され

る。時間切れとなりそのプラン

は確認できなかった。

覆土のI:!' (ローム1mからに限

る）から出土した遺物は，左頁

写真等に示すように，石器は打

製石斧を主とし，土器は繩文晩

期I式を主とする。しかし下城

式も混じ，弥生時代'経穴の疑い

もある。しかし量は少なく，局

部的な撹乱も考えたい。解決に

は全掘を必要としよう。
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土
向同

帝

第3層及び第1 ．2層より出土した土器片

は，繩文晩期l式（大石式）を主体とする。

繩文土器では他にごく微睡の前期．曽畑式，

後期西平・三万田式も認められた。器形は深

鉢・鉢・浅鉢がみられ，口縁部・胴部の脇Iul

や枇走沈線，及び黒色研膳の技術などに， ｜晩

期I式の特徴が顕著に認められる。標式遺跡

である緒方IIIJ大石遺跡は，西南約16kmに

位置する。

晩期の土器の他に，若干の下城式等の弥生

式土器が混在していることが注意される。当

遺跡ではこれらを層位的には識別できなかっ

た。竪穴住居111濯土にも少迅みられることか

ら，弥生時代にどのような撹乱があったのか，

特に第3屑出土遺物について検討を進めるな

かで、解決の絲口をみつけてゆきたい。
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土器及び右頁他に示す石器以外の遺物とし

て，管状士錘，滑石製のペンダント及び落葉

性ドングリであるミズ．ナラの種子力茸|||土して

いる。
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石 器

旧石器類を除く出土石器の

概数は次のとおりである。

打製石斧（245）

磨製石斧（4）

石鍬（12）

ポイント（1）

スクレイパー（4）

礫石錘（1）

敲石（2）

磨石（5）

縁のない石Ⅲ片（2）

砥石？（1）

概して九州晩期の石器糸ll成

を良く示すが，賀川教授のい

う打製石庖丁の欠除すること

が注目される。当遺跡の特殊

性であろうか。打製石斧は，

東日本と同型の短冊形石斧

(A類）と，九州晩期に特徴

的な扁平石斧(B")とに分

けられる。このB類及び打製

石庖丁を除くと，東日本中期

の石器組成に近似することも

注目される。

語

5cm ‘
ー 巳 ’

打製石斧A類

－今鈍

#蝋撫、

5E眼

司P炉

打製石斧B類

一

石 皿（横30.5cm)たたき石（左2点）とすり石（右）

－6－
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I7区における石器類の

出土状態と層位（番号は

右写真に一致）

△

3△△

▲石器 △剥片 ○礫

旧石器文化 四寄りの区には流紋岩のフレイクが第2, 31関などに散見し，その上，

第Vトレンチ31Xの第3ﾙﾘからはお写真に示すナイフ形石器がl ll土した

ので，作業の進行が早かった17 ．V7区をロームllliまで発伽した結果，

特に17区において好資料を得た

I71Xにおいて， ローム洞の上部約30cmほどの部位より，流紋塒

製の細石刃核2点，スクレイパー4点，及び若干のフレイクがII1上して

いる。点数も少なく，細石刃が未検出であることなど不完全な資料であ

るが，興味深い内容をもっている。ル1i辺に発NII範|川|を拡大すれば好資料

を追加し得るはずであるV3区lll土のナイフ形石器は時期を異にする

と思われる。 ナイフ形石器（実大）
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大野町内における

石器時代遺跡分布図
大野IIIJの地勢は巨視的に標高200, 300m線をもって把握される。100～200mは平地で水
1.I1が|)|りけ, 200～300mは丘陵地ｲ|I;で畑作が盛んであり, 300m以上は山地である。万器
時代遺跡はこのうちの丘陵地州:に集中している。
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■
Ｂ
△
８大野町内石器時代遺跡地名表

1．光昌寺（繩文晩期）

2．犬山（繩文）

3．大塚（旧石器，繩文）

4．松木（繩文）

5．片島井野（繩文早・晩期）

6．宝福寺（繩文早． |晩期）

7．大野宮司宅袈（繩文）

8．宮地前遺跡

9．上津社（旧石器，繩文早期）

10. 1ｷI原木元（繩文）

11．徳尾（旧石器）

12．製糸工場裏（旧石器）

13.大野高校敬地内（旧石器）

14．城山（繩文）

15． IIIj前（旧石器，繩文）

16．駒方北（旧石器，繩文後・晩期）

17．駒方南（旧石器）

18． 1焔ケ迫（繩文）

19．大原北（繩文）

20．大原南（繩文）

21．原古殿（繩文晩期）

5cm
I

↑

蕊万一職

| 3tm

Ｐ

Ｌ

、

分布図に示すように，遺跡は主に200

~300mの丘陵地滞に分布している。す

なわちI1II作地附:である。分布洲査に当っ

ては賀川光夫・羽田野一郎．鳥飼孝好の

3先生に御協力頂いたが，私共が~1-･分に

時間をもてず未完成のままである。しか

し上記のような遺跡のあり方は，洞穴遺

跡を除けば将来とも大きな変更はないよ

うに思われる。

ところが近年この地帯に畑地沸慨によ

る'淵発が強く進められようとしているの

である。遺跡保存に-I-分な配臘が望まれ

る。

~､へ
、

一

、

『
１
１
１
ノ
ノ
ト

ー
、
０
０
０
０
Ⅱ
〃
″
〃
ｆ
‐
Ｄ
△
Ｉ
Ⅱ
ｊ
■
ｒ

、
〆

、、
ご
】
、一圭〆一

一
一

5cm１
０
．
１
一

I

6

上より犬山出土打製石斧

宝福寺出土押型文土器片

駒方出土打製石斧・スク

レィパー

上津社境内採集押型文土

器片（黒色土層）及び

ナイフ形石器（ローム

層）

L皿」
3cm;
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あ と が き

‘餅地削遺跡の全体からみれば，今|画|の発伽は地点もIIIi機もごくわずかであり，今後継統

して発掘調査を行なう必要性は商い。しかし一応無色磨研上器文化の内容に関する全般的

な資料を得るという所期の'三|的は達せられたとみなされる。

遺物の主包含胸は，表土脚より数えて第3燗にあたる。第2雁iは撹乱を受けているが，

第3胸は繩文|晩期初頭の晩期I式（大石式）期を主体とする包含IⅨ|である。そのほぼFI1{M

からやや下位にかけて，生活面が認められる。おそらくこの面から掘り下げられたと考え

られる竪穴住居趾の一角が検出された。稜土中出土の土器片には，若干の弥能式土器片を

混じえるが，弥生時代の竪穴住居趾とみなすほどの星ではなく，極部的撹乱を想定させる

程度である。したがって断定はできないが，繩文晩期の竪穴住居111:である可能性はきわめ

て強い。今後全体を完掘し，その'ﾘ]碓な時期，プランを確認し， さらには集落全休を把握

していきたいものである。

九州における繩文|晩期の竪穴住居i1tは，従来の検出例はわずかに1,2例のみであり，ま

して集落景観の復元にはほど遠い。その一方東日本の中期等では円形集落が続々と全掘さ

れている。しかし弥/Iﾐ時代のそれとは相違点が多く，当然閥日本晩期の集藩が間魍になっ

てくる。西日本晩期の村落の復元， さらに社会形態の復元を行なうことは，繩文文化はも

とより弥生文化の研究にも重要な意味をもっているのである。

土器以外のII1土遺物は，ほとんど石器である。その多くは打製滴斧であり，他に石繊・

石Ⅲl・たたき石・すり石等である。これらは一見東日本の｢I1期の組成とII1 ･である。この

'If実は卒直に認める必要がある。九州の晩期と同様初期溌業の可能I/|；を指嫡されている時

期であることにも共通性がある。しかし打製石斧を分析すると，東'二1本的芯短冊形のA獺

と，届平打製石斧とよばれるB類とがある。また東日本に多い分銅形石斧等を伸出してい

ない。これは九州晩期の重要な特徴であり，かつ賀川光夫教授等の初期腱業存在仮説の璽

典な論拠の一つともなっている。しかしこれに伴う打製石庖丁の明確な例は，ついに検出

できなかった。隣接する緒方lllj.大石遺跡の石器組成との重要な相違点である。当遺跡の特
殊性として結論づけるよりは，今後の調査に問題の解決を残しておきたい

全般的な結論として，九州晩期農耕論は，大陸との比較検討はもとより，国内において

束|｣本の中期農耕論との比較検討をも，－1暦|樅める必要があると蓄えられる。

発伽後の整理作業及び概報の準術には，別府大0.B.の小池史哲氏には特に熱心な協力
を頂いている。銘記して謝意を表する次第である。

遺跡遠景

－1(）－



参加者氏名

誠（平安|巾物館考11『二課）

雛（平安博物館考古二課）

忠．司（平安|#物館考古…課）

史哲（別府大学文学部）

幸治（別府大学文学部）

みゆき（別府大学文学部）

文子（別府大学文学部）

幾多郎（九州大学大学院）

徹（九州大学文学部）

敏史（同志社大学文学部）

MM(II1志ﾈl:大学法学部）

lﾘ」美（関西入学文'14部）

秀樹（慶応災熟大学文'強部）

渡辺

片岡

鈴木

小池

平ノ内

永松

瓜生旧

木村

高橋

川端

長谷川

上羽

l l l不

口参"I1協力された以上の諸氏をはじめ

発伽糊蚕を快よく許されたI:トI斐茂幸氏

及び多大な援助を与えられた別府大学

賀川光夫教授，大野町教育委員会, I I I

部小学校羽'11野一郎先堆，竹、高校蝿

飼孝好先雄，河野正光氏に対し，衷心

より謝意を表する次第である。
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